
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルス感染流行に伴い、予定しておりました 3学期授業参観日は中止となってしまいました。3学

期の学習発表の場と考えておりましたが、児童生徒の学習の様子をお見せできず、学校といたしましても残念

です。しかし、子供たちは日々の学習や生活に精一杯取組んでおります。小学校中学年は自分の好きな詩のイ

メージを図工作品に表現する学習、中学 1 年生は度数分布を読み取る数学の学習、そして、中学 3 年生は高

校受験のラストスパートや面接練習等に取組んでいました。また、過日お知らせした学力向上取組の朝学習で

すが、子供たちは、開始時刻が来ると自主的に取組み、廊下には鉛筆の音だけがしているという様子です。コ

ロナ禍ではありますが「学習活動を停滞させない」を目標に取組んでおります。 

  小学生も中学生も「報われるテスト」（冬休み課題を取組めばできる問題）を実施しました。小学生は 9割で合格で

すが、9割を取るまで何回も取り組むことができ、中学生は満点合格で、テストは 1回のみです。小学生は国語と算数、

中学生は国語と英語です。小学生は国語、算数とも全員が合格しました。中学生は、国語で 5 人が合格、英語では 6

人が合格しました。（中学生は「報われるテスト」の他に実力テストも行っております。）今後も「報われるテスト」を適宜

実施します。家庭で取組めば必ず合格できる内容とします。子供たちに達成感を、「やればできる」実感を与えたいと思

います。ご家庭でも励ましの声掛けをお願いします。 

滝沢市では盛岡大学生による小学生への学習支援事業（ラーニング

サポート）を行っています。本校には、髙橋幸花さん、多田美晴さん、

田村千波さんの 3 名が来校し、子供たちへの学習支援を行っていただ

きました。学習支援の他に業間は子供たちと遊んだり、休み時間はお

話をしたりもしていただきました。2月 1日（火）は多田さん、田村

さんへの感謝の会を、ささやかではありましたが行いました。（高橋さ

んへの感謝の会は後日予定しております。）２人からは感謝の会への
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２月、厳冬ですが、春はすぐそこ
（立春）です。「休眠打破」。寒さを
経験して桜は花を咲かせます。子供
たちも同じです。頑張れ３３人！ 
 



コロナ感染対策について確認のお願いです。①ご家庭での検温、健康観察をお願いします。②お子様が発熱、体調

不良の場合は登校させず、病院受診をお願いします。③同居家族に発熱症状がある場合は登校を控えてください。

④同居家族が PCR 受検対象（濃厚接触者）となった場合はその家族が非感染が確認されるまで出席停止となりま

す。 

お礼の言葉、これまでの思い出、これからの決意等を話していただきました。本当にお世話になりました。4

月からの活躍を祈念します。 

2 月 6日（日）「滝沢市議会市民会議 U２２」が開かれ、市内中学生、高校生等が「未来の滝沢」について発

表する予定でしたが、コロナ感染拡大の影響で急遽中止となってしまいました。この日のために中学 1 年生、

2 年生は未来の滝沢についてのアンケートを取り、アンケート結果を基に児童生徒会会長の岩崎柊奈さん、副

会長の桜井宇実さんが、それぞれ意見文を書きましたので紹介します。 

◎私は、全国から訪れてもらえるような魅力ある滝沢市を理想としています。そのために滝沢市の自然の象徴

である岩手山を上手く PR し、全国から訪れてもらえるようにすることができないかと考えました。広島県と

愛媛県の間には、両県を結ぶ瀬戸内しまなみ海道があります。この街道には「世界で最も素晴らしい７大サイ

クリングコース」にも選ばれたサイクリングコースがあり、絶景や注目の飲食物を楽しむことができます。そ

のため世界中からサイクリストが訪れ、知名度が一気に上がりました。私は、この瀬戸内しまなみ海道のサイ

クリングコースを成功例と捉え、滝沢市でも岩手山付近にサイクリングコースを作って同じことができるの

ではないかと考えました。現在の滝沢市は、滝沢市の魅力を知っているサイクリストがちらほら訪れて楽しん

でいるのが現状です。ですから、市として岩手山や空気の美味しさを SNS や雑誌を通して大々的に PR し、

まずは滝沢市に一度足を運んでもらう必要があると思います。実際に滝沢市に来てもらえないことには、滝沢

市の最大の魅力である豊かな自然は感じてもらえないと思うからです。そして、より安全に、より快適にサイ

クリングを楽しんでもらうために、サイクリングロードを作ることで、全国から多くのサイクリストが滝沢市

を訪れてくれると思います。サイクリングロードの場所は、私たちが通う柳沢中学校付近はどうでしょうか。

視界を遮るものがなく、雄大な岩手山を贅沢に一望することができます。サイクリングを通して岩手山の美し

さや市民の温かさを肌で感じてもらえれば、サイクリストが広告塔となり、全国に滝沢市の魅力が広がると思

います。また、サイクリングは屋外スポーツであり、人の密集を避けながら行うことができます。感染症対策

をいつまで続ければよいのか見通しが立たない今のような状況でも、サイクリングであれば、感染のリスクを

抑えながら楽しめるのではないでしょうか。滝沢市の魅力が全国に知れ渡り多くの方に訪れてもらえたら嬉

しいです。                          児童生徒会会長 ２年 岩崎柊奈さん 

◎私が理想とする未来の滝沢市は、みんなが暮らしやすく、活気のある街です。現在、滝沢市には４つの駅が

ある他、路線バスもあり、交通機関は充実していると思います。しかし、買い物をするにあたって私は、やや

不便さを感じています。滝沢市には大型ショッピングモールが無く、大型スーパーも少ないです。夕飯の材料

を買いに行くようなちょっとした買い物でも隣りの盛岡市まで行く市民も多いのではないでしょうか。車を

運転できる人であればまだよいのですが、車を持っていない人やお年寄りにとっては買い物をするにも一苦

労というのが現状です。そこで、滝沢市内の４つの駅周辺に商業施設を設けるのはどうでしょうか。なぜ、駅

周辺なのか、その理由は「車が使えない人でも電車やバスを使って行くことができるから」「電車やバスを降

りた人の目にとまりやすいから」という２点が挙げられます。商業施設といっても盛岡市内にあるような大型

ショッピングモールや大型スーパーではなく、地域に根ざした商業施設です。イメージはスーパーと産直の融

合です。その店だけで、食品に関して必要なものが揃ってしまうほど豊富な品ぞろえで、なおかつ、その商品

のほとんどが生産者の顔や名前が分かる滝沢産のものだったら、他のスーパーとは明らかな違いのある素敵

なお店になると思いませんか。さらに、滝沢市の食材をメインに調理をするレストランやカフェ、様々な野外

イベントを開催できるような広場があれば、レストランやカフェに食事をしに来た人やイベントに参加しに

来た人が、その後に隣のお店で買い物をしてから帰る、という流れを作ることができるのではないでしょうか。

レストランやカフェで、どの料理に滝沢産の食材を使っているのかを明記した上で、使われている食材を隣り

のお店でも売れば、食後に買い物をする人の目には間違いがなく魅力的に映るはずです。このように交通の便

の良さを生かして駅周辺を中心とした街づくりをすることで市民が暮らしやすく活気のある街になると思い

ます。                           児童生徒会副会長 ２年 櫻井宇実さん 


